
山形県の令和５年度森林環境譲与税の使途内訳
１.山形県森林環境税基金歳入額
　　森林環境譲与税 81,444 千円
　　運用利子 2 千円

2．森林環境譲与税の使途内訳
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森林管理システム推進
体制強化事業

13,943 13,943 －
　森林経営管理法の適正な運用に関する情報収集や市町村への指導、助言等を行うとともに、山形県森林管理推進
協議会を運営し、情報共有や林業経営者の研修会の開催、森林所有者等に対する普及啓発を行いました。

森林クラウド情報集積
事業

8,417 8,417 －
　森林クラウド等のICTを活用し、森林情報の高度化と共有を図り、市町村や森林所有者等による森林経営管理制度
の効果的運用と森林経営計画の作成を促進しました。
　森林クラウド等のシステムを利用する市町村等を対象とした操作支援を行いました。

会計年度職員人件費 17,251 15,905 1,346 　森林経営管理法の適正な運用に関する指導助言や森林クラウドの運用をサポートする会計年度任用職員を配置しました。

再造林加速化対策事
業

1,516 1,516 －
　伐採及び造林事業者の連携強化や情報共有を行い、森林所有者に対する再造林への働きかけの強化や主伐・再
造林の一体的かつ計画的な実行を促進したほか、再造林の取組みを加速させるための相談窓口の開設や会議の開
催、研修会を行いました。

高性能林業機械トライ
アル支援事業

16,172 16,172 －
　林業事業者の素材生産に必要な高性能林業機械のトライアル使用の経費を支援するとともに、事業体のオペレー
ター育成に必要な現地指導等を併せて行いました。

意欲的林業者技術向
上支援事業

368 368 －
　意欲的林業グループの活動支援及び青年林業士を養成するための研修会を実施しました。
　「森林経営管制度」の運用や、森林管理を担う地域林政アドバイザーを育成しました。

県産木材普及促進事
業

7,754 7,754
　県産木材の需要を喚起するため、県産木材を一定数量以上使用して建築した民間施設に補助を行いました。
　県産広葉樹材の利用拡大を進めるため、広葉樹製品のPRを行う団体に支援しました。

林工連携等産学官コラ
ボレーション促進事業

710 710 －
　林工連携（林業事業者及び木材産業事業者とその他の事業者との連携による新たな技術、製品又はサービスの開
発）の推進のため、研修会（最先端技術を活用した木の酒、スマート林業）等を実施しました。

新たな森林資源活用
推進事業

544 544 －
　森林サービス産業を創出するため、各分野の専門家を構成員とした森林サービス産業検討会の開催及び森林空間
を活用した新たなモデルツアー等への支援を行いました。

林道保全事業 9,986 9,986 －
　令和６年度開学予定の東北農林専門職大学の実習フィールドとして利用される、県営林内の林道整備を実施しまし
た。

林業労働改善支援事
業

730 730 － 　林業事業者の労働環境改善等のニーズに応じた、オーダメイド型の支援を行いました。

やまがた森林ノミクス推
進事業

2,046 2,046 － 　やまがた森林ノミクス宣言１０周年を記念するイベントを開催しました。

やまがたの木づかい日
用品普及推進事業

819 819 － 　県産木材の利用拡大のため、県産木材を活用した日用品等の展示会や木工体験ワークショップを開催しました。

スマート林業活用技術
推進事業

9,202 9,202 －
　ドローンやレーザー測量など先端技術を活用した先導的技術手法の普及に必要な機器の整備及びそれを活用する
ための人材の育成を行いました。

計 89,458 88,112 1,346 0

※単位未満四捨五入のため、各数の計は一致しない

※山形県森林環境譲与税基金の状況　前年度からの繰越金69,705千円 -当年度基金からの取崩額6,668千円+ R4不用額積立3千円 + 利子2千円 ＝ 次年度への繰越額63,042千円
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